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ば自分の意見を作ることはできません。人と話を交
わすことはできず、「働き方改革」も何を変えてよ
いのかわかりません。
　もう１つ。日本的雇用慣行は「他者の介在」に特
徴があります。よって介在する「他者」すなわち管
理職は、その自覚と持てる権限の有効活用が求めら
れます。と同時に、権利の濫用は決して許されません。

※人材委員会は今回の第５回講演をもって活動を終
了いたします。人材に関するテーマは、日本自動
車会議の新たな委員会活動の中で取り上げていく
予定です。

んなヨコの整合性を見定める必要があります。
４．過去との整合性　過去との整合性も忘れてはい

けません。過去との連続性を失えば、それに異を
唱える人が出てきます。

５．実行可能性　ヒト・モノ・カネを含め、実行可
能が問われます。

６．勇気　最後は、どんな難題に直面しても、それ
を切り拓く勇気がいります。

質問５：雇用主や経営者、人事の方、従業員の方そ
れぞれの立場で今後どのような取り組みを
しなければいけないのか？

　一にも二にもまずは「原論・歴史・（欧米）比較」
を修めておくことが大事です。それが土台になけれ


